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第？？阿CFReS環境リモー トセンシグシンポジウム， 2015年2月20日：

｜（株） 遁感環傭モニター代表取締積 金子大三郎 ｜

跡 地Jseer~ Risk Dweller 

t純平：

駐日匝世tWi云留’盟副視軍司IIEi且E咽

置， 循・mmi・m・ct倉本命住宅鎗血2・＇
重良人命リ.i¥71.1.1震鉱焔

I 2.研究対象婚と使用衛星デー哲｜

圃闘

1.湖南域は、想定される津波波高が高いにも拘わらず‘これまでに徳本的な防災

対簸が示されていない回

2.本研究では、東南海地震と南関長地震の津波対策を念頭に、訴沢市から鎌倉市

および逗子市垂研究対象とした。

3.宮媛県石金市の，章波遡上の浸水場を参考にすれば、 平地で約4kmであり、男IJ図
に示した水色の標高15m範囲が浸水する可能性が高い．

最大の遡よ高は、東日本大震災時の女JII町の津波高15mと中心部の遡よ高

20m百量が多考となる．

4 最初に．人命損失の視点から、倒噴と漂流し易い木造住宅の分布に注目する。

1ll星利用の最尤法によって、土地彼置を分類した．木造住宅域のみを抽出した．

使用した衛星はALOSの2009年4月13日の可視・近赤外デーヲである。5.AVNIR 

の分解能は10mと高い。土地被覆分類結果から、木造住宅域｛赤色）と、避線地

としての公園・森林域（緑色）を示してある。

6.なお、 この地域の津波週上については‘ 衛星デ－？＇によって抽出 した木造住宅域

を使い、浸水深と住宅の環涜を含めた被災をJlil誼：に再検.1中である。

L.I弛 畑 踊憲章,,u

1. 首都圏には、 震災時の減災に当たって、避媛峰崎に存在する地形や、 津
肢の遡上の観点から人命日スクの高い也域が存在する。

りそのEやでも婚者1:1:.軒ι広雄a灘地として計画されている阿川司世田水世や．同時火虫時に避難
ずる人々 が集中する摘量町規制町”スタへの娘毘封知町必藍性を指摘してきた．

2）ー方、 町ロに近い仲植地や埋立地について目、地匝時四f到底や樟披的低地埴への哩よばかりで
な〈、 広埴班唾旭町I,晶何川をJU主眼に世買って高水車書士R水させる実態が、東日本太平洋仲地
軍量的被害型車から判明している．

3）著者は． これらの被主上回封曹としでスーパー耐’植9や公団型通置者帯用揖会提ll!してきた．

2. しかし、 接競棋によっ 亡は南関東地膚に近い綱南的結は、家届倒額十津波遡上のリ
スクが高く 、 首.a/ll闘の第三町枝白地~I: して減災の抜本的具体策を立案するのが望
ましし、

3.その中でも、 .Jr:イヒ観党都『HとLて重要な鎌倉rliは、避船也等について上納不安内な
観光客が多く、若宮大路やゆ町通りの土産小物の商店街に人々が賑わうλu密集地
帯Fとなっている。

4. しかも鎌倉は、南の織に面したすり鉢状の地形から、首都圏の中でも最大級の乱咳
波高が想定されている．

5.これら特異なリスP要因を含む首都圏の重要煤閣岐をz11図に監理した。

6.本研究でI立、 j也形から効果的に対策を採りやすく 、歴史遺産として文化

的に敏置できない鎌倉市について、i宙線格海岸道路と銀光車両の1£.q土場を
製設しながら広威避簸地宇内蔵した津世主防災松林丘陵の悠般を提案した．

W"1.童話堵晶富国」

l 火災避鍵の一方で、首都圏甫舶にはf.l!訟によ岳佐大な人的被官の可能性が指摘さ
れ紋けてきた。
神奈川県庁の律桜推定都さ ：内閣府は鎌倉が首都聞で最大である14.l皿と推定した．
その後、本年に神奈川県庁が同母太14.5・と推定した。
鎌倉は、南関東地震の東南海地震に向かつて凹レンズ型に湾曲する相模湾の梅岸
と、 丘陵に狭まれた訟に閉口する襖形何事旭という乱喰に不利な地形条件から
艇史的に禄被被曹が級哩返されてきた。

2. 鎌倉市は、 鶴岡八嶋宮をはじめとする神社仏閣ヰ噴観の且い由比ヶ浜・江の島海
岸があり、多くの津被蹟難に不実内な観光客が住民k同等の都度で中心市街地を
訪れており、観光客に甚大な人的被害が及ぶという諜刻なリスクがある．

3. しかし、乱司盟が巨大すぎて対策が困難であると共に、商切かつ笹本的な解決策が
取られて来なかった。

4. そのため、本研究では、地形的に津波に対し不利であり、且つ多数の観

光客の訪れる~史遺産都市鎌倉を対象に、 高i,_絡海岸道路と広感量産鑑所
兼組党m駐車場を狸設した山縮問ロ'V!隊法防災総林丘障を提案している。

なお、かつて由比ヶ浜に知られた松並木が存在した。

急ぎの目標

1）鎌倉市中心部の恒久的と津桜減災方策として

2）交通渋滞の都市問題を解決する方策としての防災丘陵の怠義

3）防災丘陵の対策が来整備な段階での樟被人命 リスク評価
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鎌倉市の臨海部の木造住宅率分布90m四方平均面積率

鎌倉市。 住宅面積率約30帖
木造住宅率 79パ一セント

｜津波遡上シミュ…ン範囲
藤沢・鎌倉・逗子市

津波防災対策静価範囲目

鎌倉市中心部

｜津渡遡上の人命リスク要因

直司 匝亙副

｜津波防災丘陵の鍵案と配置と断面 ｜

1.言十両する防災丘陵の規模は、鎌倉由比ガ浜1.：－ある悶滋134母親V治む,, 

全長3kmであり、丘陵高さ20mである．
2 . 東西のIIJ制に斤~·を後続し、 母嚇1と対 1,1綿n させて市内を守る．
3.地震の非常時には、市民と海岸付近の鰻光客の繋念遊錘の場所となり、
平常時には、前線機海路道路となって鎌倉市内の交通混雑を軽減する．

4 防災丘陵内，どは、 駐車場を塵設する．市内への観光車両の進入を禁止し
、埋設型駐車場から市内へ往復パスを運行すれば良u、。

5.平常時に丘陵を自然公園として事υ目するためには、断面形が緩やかであ
ることが盟主しい。 一方で、津波が遡上し雌くするためと公図利用を兼
ねて、階段状のテラZ型｛例、ポツダムのサンス－ ／一宮棋聖前のl経闘）
を絞り、棚部分には、欧州の宮殿に見られる陛闘と同僚に花木 （悔、桜
、紅紫、花組） と、遡上抑制と鉄観を兼ねた多数の~を航裁する．

6.この自然公闘は、市民の散策やジョギング・キャンプヤFのアウトドアレ

クリ :i:－；.，ヨンおよび隠し物の場として提供する。
7. 大規績工事』どなるため、割石や土取り場の跡地売却剰lfflも考慮し、実

現性を高める必要がある．
日ー矧l途に、 遡上シミュ レーションと数値波動水械により、遡上と鍾流に
対する丘陵噺函形状の細部を検討中である。
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｜人命リスヲ分布 人数／SOOm四方表示 ｜

Risk_S,ghtseer Risk D11cller 

海岸観光客の居る由比ケ浜が人数

と迎雛距離および薄，；U；さによって

最大ヲラスの5収泊人密度で死亡す

る危険｛津波到達時間に依存する）

鎌倉駅南部から材木座にかけて、人命

リスクの人数が多い（2000人密度）．標

高と密集の木造住宅率・直難路mおよ

び津波浸水深が大きいため。

｜閣伸｜脇工法による山側付閉口聖の津波防災松林丘陵

想定 鎌倉由比ガ浜の全長3km、丘陵高さ25m

常時高規格海岸道路兼観光車両駐車場

地震非常時海岸付近の観光客の緊急避難場所

M
O
ヨ

H!誌E里室登

全幅100m

1 三違勘の東南滋賀主置や鹿畏地蜜製の育園東地置による海波災害を忽定L.人命リスヲの
最災対策として．歴史文化都市とLて知られた首都圏の鐙宣を対象lこ．高規格海岸道路
兼観光車両駐車場を埋殴した津波防災松林E陵を提案した。

2 市中心部の交a;唆滞の組和と広属量僅地の確保幸図ると共に、平常時には逼浜公圏在
策ねた山揖閉口塑の多目的な防災丘睡である．

3. 衛星データから得られる木宣告住宅分布と、広域型簾場所の所在地、標高の地理情
報、そLて目。田メッγュの人口趨J亙データに、週末には居住者と同等以上の人数と
なる観光客数データを加えて使い、 λ命リスクの鍋積分布在野価した．

4. 誠災対策として、津波が湖上しやすい鎌倉市の地形奇逆利用L‘閉口型也被防災
松林丘駿が効県的である。

今後の線凶
1）越流防止に配成した防災丘陵の断面楓念a,ldト．

1）丘陵高さとlfl館前とによる越軒目妨止の骨検討
2）障披人命ザスYモデルの骨量十軍事I:V;<? 評価
越疏防止の基穂高を加えた防災丘陵断面による再評価

2）防災丘陵が未整備の段階における鎌倉町人命リスクの評価
1）防災丘降が末輩備な場合の解建対策
2）土地不鹿内な居住者（と同規艇の書風光客、の畳鍵指導対策

5. これらの対策により、 官都閣の激笹被害の軽減に社会貫献する．
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